
2016年1月15日（金）ー 2月20日（土）

11:00  ー19:00（入場は閉館30分前まで）    

日曜・月曜・祝日

Minatomachi POTLUCK BUILDING 3F : Exhibition Space

Minatomachi Art Table, Nagoya [MAT, Nagoya]   

港まちづくり協議会    

国際交流基金

各回会場｜Minatomachi POTLUCK BUILDING

参加費｜無料

 

■名前への挑戦1・ワークショップ「ゴミと名前」 

2016年1月16日（土）14:00ー16:30   （要予約）

■名前への挑戦2・対談「ゴミと社会 ー公共空間に何が持ち出されるのかー」

2016年1月23日（土）14:00ー16:00　（予約不要）

スピーカー│丹羽良徳× 田中重好（社会学者／名古屋大学大学院環境学研究科 教授）

■アーティスト トーク「丹羽良徳独演会」

2016年2月20日（土）14:00ー16:00　（予約不要）

 

本展に合わせて、アートショップ・NADiff aichiにて「丹羽良徳フェア」が開催されます。

期間│2016年1月15日（金）ー 2月20日（土）

お問い合わせ│NADiff aichi  名古屋市東区東桜1-13-2 愛知芸術文化センター内 B2F

　　　　　　　TEL：052-972-0985

関連イベント

同時開催

会期

休館日

会場

企画

主催

制作協力

2.

「ゴミの山の命名権を販売する」

2014-15

シングルチャンネルビデオ（ 25分43秒 ）、

ビルボードの印刷（ 3000 mm × 4000 mm ）、

契約書・プレスリリースなどの資料20枚、黒板にテキスト

1.

「職人本人の氏名を刺繍するよう依頼する」

2015-16

シングルチャンネルビデオ（8分22秒）

アーティスト。1982年愛知県生まれ。多摩美術大学映像演劇学科卒。不可能性と交換を主軸とした行為や企てを

路上などの公共空間で試みることで、社会や歴史へ介入する作品を制作。多くの場合は、交渉の失敗や他者からの

反応などを含めたプロジェクトの一部始終を収めたヴィデオ記録を展示している。東ベルリンの水たまりを西ベルリン

に口で移しかえる「水たまりAを水たまりBに移しかえる」（2004）など肉体を酷使した不毛な交換行為に始まり、震災

直後の反原発デモをひとりで逆走する「デモ行進を逆走する」（2011）や都市の抗議活動を無関係な観光地まで延

長させた「首相官邸前から富士山頂上までデモ行進する」（2012）など自身の状況を転置することで眼に見える現実

を解体し、「公共性」という幻想のシステムの彼岸を露出させる新たな物語を作り出す。近年は共産主義の歴史への

興味から社会主義者を胴上げしようと現地の共産党で交渉する「ルーマニアで社会主義者を胴上げする」（2010）や

ソビエトが解体されたロシアの一般家庭を訪問してレーニンを捜し続ける「モスクワのアパートメントでウラジーミル・

レーニンを捜す」（2012）など移り行く思想哲学とその歴史を横断するプロジェクトに展開。その共産主義を巡るシ

リーズ全4作品は、森美術館に収蔵される。近年の展覧会に「Double Vision: Contemporary Art From Japan」

（モスクワ市近代美術館、ハイファ美術館）「あいちトリエンナーレ2013」（愛知芸術文化センター他、名古屋市近

郊）、「六本木クロッシング2013 : OUT OF DOUBT」（森美術館）他。英アートマガジンArtReview “Future Greats 

2014”ノミネート。

・グループ展「愛すべき世界」

　2015年12月20日(日)－2016年3月27日(日) 　会場│丸亀市猪熊弦一郎現代美術館（香川）

・ARTIST WORKSHOP @KCUA 成果発表展

　「House of Day, House of Night（昼の家、夜の家）」

　2016年1月9日（土）－ 2月7日（日）　会場│京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA（京都）

・個展「Power of Ownership」

　2016年1月9日（土）－ 2月7日（日）　会場│1335MABINI （フィリピン）

丹羽良徳　Yoshinori Niwa

丹羽良徳が本展会期中に

参加しているその他の展覧会

www.niwa-staff.org
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「 名前に反対 」 

ー 丹羽 良徳

天皇には苗字が存在しない。

歴史を遡ると日本人の苗字は、その多くの場合、土地の呼び名に由来している。公卿などは早くから邸宅のある地名を称号したり、家を表すために

出身地を付けたりしたのが苗字の始まりだと言われている。調べてみると、ウィキペディアの「苗字」の項目には以下のような記載がある。

ここで興味深いことは、上記の苗字とその所有権を主張するテリトリーの名前が直結されていることである。古くから、日本人の苗字とはそのテリト

リーの所有権を他に知らしめるために、利用されてきた部分があると言ってもいいのかもしれない。誠に恐ろしいことであるのだが、それが代々受け

継がれて現在に至るわけで、日本人の多くの苗字はそのように生まれてきたものであった。まずは、家を表す血族集団の名前が、土地の所有権と

直結されていることだけをまず覚えていていただきたい。上記の流れから説明するならば、天皇が苗字を必要しないのは、その所有権を主張するテ

リトリーは言わずともわかるということなのかもしれない。

さて、そこからいきなり現代に戻ろう。

現在、日本国の戸籍法第57条は以下のように書かれている。

面白いことに、日本の法律では棄児が発見された場合、その地域の市町村長が棄児に勝手に＂氏名をつけ、本籍を定める＂ことになっているとい

う。制度的には、至極合理的かつ当たり前のことでもあるが、興味深いことは「名無しの者」は存在してはならないということである、名無しの者は存

在を意図を持って消したい者であるか、もしくは社会的に抹消された者である。基本的には、現代では人は氏名を持ち、社会で管理されることが要

求されているのである。氏名を持つということは、言い換えれば管理される者になるために必要な要素であることは間違いない。現代の管理社会の

視点から言えば、名前がないということは、社会的に存在しないということを意味する。もしくは我々が認識できないほどに高度な存在であるかのど

ちらかである。

さらに名前を「呼ぶ」という行為まで話を進めてみよう。

基本的に、名前を使う行為そのものは、所有者本人ではなく、他者が使う場面のほうが圧倒的に多い。しかも他者が使わない限り、名前とは

不完全なものになりうる。誰も丹羽良徳と呼ばない、丹羽良徳とは、本当に「丹羽良徳」なのかと疑問にすら思える事態にもなり得る。歴史的

には、どうやら江戸時代までは、日本において庶民が公に苗字を名乗ることが控えられていたようである。苗字を＂使う＂のは原則として、公

家及び武士などの支配階層に限られた。明治維新により、従来の身分制度の再編が図られ、明治3年に「平民苗字許可令」を制定し平民に

「苗字」の使用を許した。ここでは、まだ庶民が名乗り、呼ばれることが「許される」にとどまっている。苗字が土地の所有権と結びつくと認識さ

れれば、当然のことだったのかもしれない。このように、近年まで名前というのは、権利と隣接し、下手をすれば意図せずに権利を振りかざす

ことになりうる非常に取り扱いに困る「あぶない」ものであった。社会がそれを制限していたと言ってもいいかもしれない。

さて現代。一応の表面上は国民が平等とされる社会となり、それぞれが氏名を持ち、名乗り、呼ばれる社会となった。誰にでも苗字があって、

名前があると疑わない。その平等が価値とされ、高度に発展した戦後資本主義社会のなかで「命名権ビジネス」は、あらゆる存在を対象にし

錬金術のようにお金を生む不思議な装置として生まれた。

ここで僕が注目したのは、そもそも名前がない存在に「命名権ビジネス」を適応させることであった。フィリピンのゴミの山は、無計画に作られ

た法律によってゴミの焼却処理を禁じたために、必然的に生まれた負の遺産である。埋立地そのものの名前は、施設名として存在している

が、ゴミの山そのものには、名前が存在しない。登山や観光で訪れるような場所ではないので、名前がつけられないで当然である。むしろ、名

前をつけることで社会的な認識をされるのを避けたいくらいの存在である。そこに命名権ビジネスを適応させることで、社会的な地位を強制的

に与えるという発想は、かつて武士が自分が支配する土地の所有権を主張するために用いた苗字のメカニズムを応用しようとしている。それ

は名前を持ち、呼ばれるということが、他にむけてその事物の責任＝権利を主張することに他ならず、ゴミのようにできる限り放棄し、消滅させ

てしまいたい存在へ適応するということは、我々が日々生み出す廃棄物の責任を問うものである。

「棄児を発見した者又は棄児発見の申告を受けた警察官は、二十四時間以内にその旨を市町村長に申し出なければ

ならない。

○２ 前項の申出があつたときは、市町村長は、氏名をつけ、本籍を定め、且つ、附属品、発見の場所、年月日時その

他の状況並びに氏名、男女の別、出生の推定年月日及び本籍を調書に記載しなければならない。その調書は、これ

を届書とみなす。」

「平安時代後期になると律令制が崩壊し、荘園の管理や自ら開拓した土地や財産を守るために武装集団である武士

が出現する。武士は自らの支配している土地の所有権を主張するために自分の所有する土地（本貫地）（名 ー みょう）

の地名を苗字として名乗り、それを代々継承した。また荘官であれば荘園の名称を、郡司であれば郡の名称を苗字と

する者も現れた。」

ゴミの山の命名権を販売する
2014-15

フィリピンのマニラ郊外に複数あるゴミ処理場のゴミ山の命名権を販売する。フィリピン

の法律による焼却施設の禁止によって増えるゴミ埋め立て地問題とその限界、根源

的にはあらゆる人間活動から生まれるゴミの行き先である終末処理場を、命名権ビジ

ネスの現場に置き換える。現場で従事する労働者や管理会社などとの交渉も含め、

社会の負の存在と思われがちなゴミの山を錬金術的に資本主義的にお金を生もうと

試みる、その実態の伴わない商売から生まれる貨幣価値と土地所有の矛盾と利権の

ぶつかりあいから、人間にとって固有の権利であると考えられる所有の諸問題につい

て再考する。

http://nameapileofgarbage.tumblr.com/


